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ふ
る
さ
と
の
春

　
　
　
　

山
本
和
夫

ル
リ
ビ
タ
キ
が

る
り
色
の
背
を
の
ば
し

赤
み
が
か
っ
た
黄
色
の
胸
毛
を
こ
き
ざ
み
に
、

ピ
チ
ュ
リ　

チ
ュ
ル
ル
チ
ュ　

チ
ュ
ル　

リ

春
が
き
た
の
で
す
。

白
い
歯
を
む
き
だ
し
、

断だ
ん

崖が
い

や
奇き

岩が
ん

に
ぶ
ち
あ
た
っ
て
た
日
本
海
の
波な

み濤
も
、

な
ご
み
は
じ
め

大
空
に
た
だ
よ
う
暖
か
な
白
い
雲
を
う
つ
し
出
し
ま
す
。

冬
木こ

立だ
ち

が
、
い
っ
せ
い
に
芽
ぐ
み
だ
し
た
、

名め
い

刹さ
つ

高
成
寺
の
裏
山
は
、

空
海
巡じ

ゅ
ん

錫し
ゃ
く

に
ち
な
む
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
縮
図
で
、

海
を
見
下
ろ
す
曲
り
く
ね
っ
た
山
路
に
は
、

八
十
八
体
の
石
仏
が
、
点
、
点
、

つ
ら
な
っ
て
微
笑
し
、

た
ど
る
旅
人
は
遍へ

ん

路ろ

さ
ん
に
早
が
わ
り
。

時
計
の
無
か
っ
た
お
お
む
か
し
の
静
け
さ
で
す
。

ゆ
う
べ
は
満
月
で
し
た
、

若わ
か

狭さ

富
士
に
か
け
て
、

さ
ッ
と
、
か
す
か
な
虹
が
か
か
っ
た
っ
け
。

注　

高こ
う

成じ
ょ
う

寺じ　

福
井
県
小
浜
市
青
井
に
あ
る
臨
済
宗
南
禅
寺
派
の
寺
院
。
小
浜
藩
蘭
方
医
中
川
淳
庵
の
碑
が
あ
る
。

若
狭
富
士　

青
葉
山
の
別
称
（
福
井
県
高
浜
町
と
京
都
府
舞
鶴
市
と
の
境
に
そ
び
え
る
）

『
青
の
村　

山
本
和
夫
文
学
ガ
イ
ド
』
保
坂
登
志
子
編
著
（
か
ど
創
房
、
１
９
８
９
年
）

やまもと　かずお
1907 ～ 1996 年。児童文学者・詩人。福井県遠敷郡松永村門前（現小浜市門前）生まれ。戦時中は戦意高揚の作品を書く。戦後、
児童文学に専念し、偉人伝にも多くの作品を残す。『燃える湖』（1964 年）で第 13回小学館文学賞、詩集『海と少年』（1975）
で第22回サンケイ児童出版文化賞大賞、詩集『シルクロードが走るゴビ砂漠』（1985）で第15回赤い鳥文学賞受賞。小浜市門前・
明通寺境内に「青の村」詩碑がある。
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▼
表
紙
絵
の
作
者
▲

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
、
神
奈
川
県
横
須

賀
市
に
６
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
４
月
、
東
京
美
術
学

校
（
現
東
京
芸
術
大
学
）
日
本
画
科
入
学
。
自
宅

近
く
の
海
浜
風
景
、
と
く
に
観
音
崎
の
灯
台
付

近
の
水
彩
画
の
写
生
に
励
ん
だ
。
１
９
４
１

（
昭
和
16
）
年
７
月
、
卒
業
。
１
９
４
２
（
昭
和

17
）
年
１
月
、
応
召
し
、
赤
羽
工
兵
隊
に
入
営
。

１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
４
月
５
日
、
満
州
第

４
０
６
部
隊
に
転
属
し
、
ハ
ル
ビ
ン
麻
野
間

隊
に
配
属
。
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
６
月
22
日
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
ム
ッ
シ
ュ
島
に
お
い
て
戦

死
。
享
年
27
。

高
橋　

良
松

（
た
か
は
し
・
よ
し
ま
つ
）


